
【様式】 

令和６年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（ 伊勢工業高等学校） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿  地元企業の人材育成を軸に、一人ひとりが望む進路の完全保障を実現する工業高校 

(2) 

育みたい資質・能

力（育みたい生徒

の姿） 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

○基本的生活習慣を身につけ、社会常識のある明るく素直な生徒（ひとづくり） 

○産業界から求められる技術・技能習得の意欲あふれる生徒（ものづくり） 

〇自他の命を尊重し、差別をなくす実践力と高い自己肯定感を有する生徒 

ありたい 

教職員の姿 

○目指す学校像の達成に向けて、教職員が教育活動の実践や改善のために、相互に共

同し切磋琢磨する関係性（同僚性）を保ちつつ、失敗を恐れずに前向きにチャレンジし

続ける教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提供

する相手とそこから

の要求・期待 

＜生徒＞ 

卒業後の進路希望は、就職が約８割、進学が約２割である。また、資格の取得や活 

発な部活動に期待している。 

＜保護者＞ 

保護者の多くは、子どもの地元企業への就職を希望している。 

＜地域＞ 

元気で素直な生徒の育成に期待をしており、特に地元企業からの期待が大きい。 

(2)連携する相手と連

携するうえでの要

望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜家庭＞ 

日常の子どもの様子を知らせてほしい。 

＜中学校＞ 

学校の様子、卒業生の近況報告、入試状況

を知らせてほしい。 

＜地域社会＞ 

地域の活性化のため、地域行事や防災面

で施設や生徒の協力をお願いしたい。 

＜家庭＞ 

本校教育方針への理解と協力をお願いし

たい。 

＜中学校＞ 

継続的な指導が必要な個々の生徒の情報

共有をお願いしたい。 

＜地域社会＞ 

本校の教育活動を理解し、積極的に協力し

て欲しい。 

(3)前年度の学校関係

者評価など 

・生徒たち幅広く活動していることを知った。 

・令和６年度入試希望者数の減少は、（周囲の）中学生とその保護者が、工業高校は、普通

科の学習内容が乏しく、大学に進学できない等と誤解しているように感じるため、正し

く情報を伝えたほうがいい。 

・昨年度の反省報告時、今年度の計画報告時に評価委員から指摘のあった「国際性の取

組」について取り組むことが望まれる。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

＜現状＞在学中に様々な資格取得を目指し、卒業後は地元企業へ就職する生徒が多い 

ことから、生徒・保護者・地域のニーズには合致している。 

「ものづくり」企業で活躍する人材に必要な「工業の専門的な知識・技術」だけでなく世界

範囲でのコミュニケーション能力を育成する場が求められる。 

＜課題＞企業が求める人材は、現在より一段高いところ（異世代間でも適応できるコミ

ュニケーション能力、基礎的な学力の確実な習得、より高度な資格取得等）にあ 

り、そのニーズに応えていく必要がある。また、生徒の安全と学びの継続を両立さ 

せるため、ＩＣＴ教育の推進をすすめるとともに、変化の激しい社会や技術の急速 

な進歩に対応するために「課題解決力」や「学びに向かう力の育成」が必要である。 



学校運営等 

＜現状＞本校の教育活動を理解してもらうため、小学校への出前授業や地域のイベント

等に積極的に参加しており、地域からは一定の評価をいただいている。地域も非常に協

力的である。 

地域の小中学生に工業高校の教育活動や卒業後の社会貢献が理解されていない。 

＜課題＞活発な部活動に加え、地域からの期待や要望に応えるための土日のイベント参

加も多くなり、教職員も生徒たちも疲れてきている。参加するイベントの精選・工夫や日

常業務の改善による総勤務時間の縮減を積極的に行い、教職員や生徒たちの過重な負

担を減らしていく必要がある。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

・「ものづくり」が好きで、学校での学習や地域での体験を基に自身が成長できる、生徒

から望まれる学校づくりを行う。その「ものづくり」をとおして生徒が主体的に新しい資

質・能力を学ぶ成長できる場を設ける。 

・分かりやすく、きめ細かい授業を展開するとともに、学校生活全般を通して基礎・基本

の学力および産業人としての専門的な能力の定着を図る。 

・基本的生活習慣と身だしなみや挨拶などの社会常識を身につけた、明るく素直で、自

他の命を尊重し、差別をなくす実践力と高い自己肯定感を有する生徒を育成する。 

学校運営等 

・南勢地区唯一の工業高校としての存在意義を高めるため、地域との連携を深める。 

・第 1 希望の進路の獲得を目指し、基礎学力向上に向けた取り組みの充実と表現力・コ

ミュニケーション能力の育成に取り組む。 

・教職員間の対話の促進と、執務環境の改善や総勤務時間の縮減など職員の労働安全衛

生の向上に努める。 

・令和６年度に採択を受けた高等学校DX加速化推進事業（ＤＸハイスクール）の取組で、

「ものづくり」を基にした授業や取組で、ＤＸ人材の育成をすすめる。 

 

４ 求める生徒像 

入学時に期待される生

徒の姿 
【アドミッション・ポリシー】 

○ 「ものづくり」をとおして自己実現したいと考えている生徒 

○ 伊勢志摩を中心とした地域で活躍し、地域のリーダーになりたいと考える生徒 

○ 自他の命を尊重し、学業、部活動や校外活動に取り組みたい生徒 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

教科指導  分かりやすく、きめ細かい授業を展開するとともに、学

校生活全般を通して学びに向かう力の育成とともに、基

礎・基本の学力および産業人としての専門的な能力の定着

を図ります。 

「高志」ある生徒が、卒業時に取得すべき資格等を明確にし

て、取得するための体制づくりに取り組み、成果を上げま

す。 

(1)１年生から計画的、段階的に取得技術の高度化を図り、

実用に即した資格取得に重点をおいた教育実践に努めま

す。 

(2)実習・課題研究や製図の取組の中で、技術技能の向上

並びに「ものづくり」を通じた地域連携による課題解決力

や表現能力に秀でた生徒の育成を進めます。 

○ＤＸハイスクール 

令和６年度に文部科学省「高等学校ＤＸ

加速化推進事業」（ＤXハイスクール）

の指定受けた。 

設置している3学科で各専門性の知

識・技術を修得し、これからの時代に

必要とされるデジタル分野の技術を

学ぶよう、教育計画を構築し、ＤＸ人

材を育成していく。 

 

【機械科】 

(ｱ)ものづくりコンテスト溶接部門  

三重大会 準優勝 

 

【建築科】 

（ｱ） 

ものづくりコンテスト木材加工部門 

 



【活動指標】 

(ｱ) ものづくり大会への参加 ・ ものづくり東海大会への

出場 

(ｲ) 技能検定３級程度の技能練習、補習授業等の実施 

(ｳ) 建築設計競技会への参加 

(ｴ) 高校生工務店等による各種地域機関との連携 

【成果指標】 

＊資格取得【別表】参照 

(3)図書館の取組として、生徒の「生きる力」を育むため、

読書案内・学習活動につながる教育支援の充実に努めま

す。 

【活動指標】 

授業やＨＲ活動等での図書館利用の推進 

高校生工務店等の学校全体に関わる取組みへの支援 

三重県学校図書館協議会および南勢地区高等学校図書 

館連絡協議会との連携 

青少年読書感想文全国コンクール参加への支援 

【成果指標】 

生徒１人当たり貸出冊数５冊以上 

高校生ビブリオバトルへの参加 

東海大会 準優勝 

(ｲ) 

【建築研究部 設計競技】 

第15回 高校生の建築甲子園 女性

委員長特別賞 

第71回 日本大学全国高等学校・建

築設計競技 

審査委員長特別賞 

他11作品 受賞 

（ｴ） 

【高校生工務店】 

度会特別支援学校 

打楽器演奏支援システム製作 

ふたみ農園 

野菜プレートホルダーの製作 

伊勢税務署 案内看板の製作 

三重県立特別支援学校  

寄宿舎の模型製作 等（年度末および

適宜記載） 

 

令和７年度から台南市 國立成功大學

附属博物館から指導いただく機会と

國立台南第一高級中學と連携する。 

 

（３） 

・生徒１人当たり貸出冊数2/21現

在、3.5冊 

・南勢志摩地域高校生ビブリオバトル

に２名が参加 

・課題研究等発表会開催 

 2/14 ４４名参加 

生徒指導 基本的生活習慣と身だしなみや挨拶などの社会常識を身

につけた、明るく素直な生徒を育成します。（ひとづくり） 

(1)挨拶の励行や時間の尊重、身だしなみや礼儀作法に気

を配り、ルールを遵守するなど、生活規範を身につけた生

徒を育てます。 

【活動指標】 

(ｱ) 全教員による登下校校門指導と校内巡視（毎日） 

(ｲ) 駅前・町内巡視の実施 

(ｳ) ５分前精神の徹底(時間を守る・遅刻しない) 

(ｴ) 授業に集中させるために入室許可証の発行実施 

(ｵ) 頭髪服装指導（通年）・身だしなみ講座（４月）の実施 

【成果指標】 

(ｱ) 挨拶の励行１００％ 

(ｲ) 遅刻の回数 昨年度比２５％減 

(2)日々の授業や学校行事等、教育実践全般を通じて継続

的にモラル教育を実践します。 

【成果指標】 

(ｱ) 欠席日数の減少 

(ｲ) 校則違反等による特別指導件数の減少（１０件以下に

減） 

(3)工業高校生としての連帯感を高め、いじめのない良好

な人間関係の構築に努めます。 

【活動指標】 

(ｱ) 新入生研修で「ソーシャルメディアの利用について」の  

 講話を実施（４月） 

(ｲ) 各科や各学年を通した指導 

(ｳ) 部活動での人間関係の育成 

(ｴ) 生徒個別面談(年間２回)や学校生活等に関するアンケ

ート(各学期)の実施 

・火水金に登校指導、校内巡視を実施

した。  

 

・駅前や市内の巡視、校外活動時は生

徒指導部で巡視した。  

 

・身だしなみ講座は１年生対象にオリ

エンテーションを利用して実施した。  

 

・入室許可証を取りに来る生徒は、昨

年の基準から変更したため増減不明

(数的に45.0%減)  

 

【頭髪服装指導について】  

1)２ケ月に１度実施した。  

2)頭髪服装指導の延べ人数は  

R5：108→R6:43  

（本年度２ケ月に１回としたため、延べ

人数とする。）  

 

【遅刻・入室】について  

（４月から１２月）  

・遅刻R5:450→R6:364(19.1%

減)  

・入室R5:504→R6:277(45.0%

減)  

体調不良（インフルエンザを含む）を

訴える生徒は増加している。  

・６，１１，２月を遅刻防止月間とし、遅刻

回数に応じた指導をしている。  

 

【特別指導について】  

（４月から１２月）  

・特別指導１７件であった。軽率な行動

による指導が増えており、今後継続し

た指導が必要であり、集会等で生徒

の規範意識を高めることが急務であ

る。  

 



【成果指標】 

いじめの未然防止、早期の把握・解消 

いじめの解消率１００％ 

(4)学校の様子を積極的に保護者に発信し、意思疎通を図

り、生徒指導の意義や目的への理解を高めます。（保護者や

学校関係者以外の意見、ＨＲ活動や個別懇談の状況把握等

の実施） 

【活動指標】 (ｱ) 保護者会やＰＴＡ諸会合での説明  

(ｲ) 学年懇談会での話し合い 

(ｳ) 生徒個別面談を年２回実施、学校生活等 

に関するアンケートを各学期に実施 

【成果指標】 保護者が学校の様子をよく理解している。 

保護者が学校に対し気軽に意見を言える。 

 

【いじめについて】  

・いじめ防止強化月間では、宇治山田

駅での啓発活動を実施した。  

・生徒個別面談、学校生活アンケート

を実施し生徒の状況を把握した。  

・通年いつでも連絡できる学校生活ア

ンケートを実施。いつでも報告でき

るようにQRコードの載ったポスタ

ーを相談しやすいトイレ等に設置。  

・毎月いじめ防止委員会を開催し、担

任から状況を聞き情報共有した。  

（４月から１２月）  

・いじめ解消率１００％になっている

が、R5の4件からR6の8件と増

加。 

進路指導  進路希望の実現に不可欠な基礎学力の向上、また自らの

思いや考えを伝える表現力、コミュニケーション能力の育

成に努める。 

(1)キャリア教育の推進により、保護者との連携を保ち生

徒の主体的意志に基づいた進路希望の実現を目指す。 

(2)校内において科や担任団など関係分掌との連携を円

滑にし、キャリア教育を効果的に進めることで、成果を生

徒に提供する。 

【活動指標】 

(ｱ)諸行事を適切に実施し、進路意識の啓発や有益な情報

提供を進める。 

・インターンシップ／在卒懇談会／企業訪問 

(ｲ)スタディサプリの活用により、学習習慣を持続させ基

礎学力の定着を目指す。  

【成果指標】 

(ｱ)求人企業数・求人数の増加 

(ｲ) 卒業前の意識調査における高い満足度 

【活動指標】 

 

(ｱ)諸活動 

 ・インターンシップ  受入企業15

社(±0) 参加者34名(-1)   

・在卒懇談会      

参加企業15社(-3) 大学１校（-1） 

・企業訪問              

54社(+5)を訪問 

 

(ｲ)スタディサプリ 

 ・担任団や他分掌と連携を密に「学校

全体の指導」として実施した。 

 ・到達度テストにおいて、上位層の生

徒が増加した。 

 例  

3年数学 ：正解率65%以上の生徒

68.5%(+26.1) 

2年数学 ：正解率65%以上の生徒

60.9%(+20.3)    

3年英語 ：正解率65%以上の生徒 

57.1%(+16.6)    

      

【成果指標】 

(ｱ)若年層労働力を求める流れの高ま

りにより、求人数が大きく増加した。 

 

求人数   

県内  451社(+55)  

874名(+176)  

県外  396社(+185) 

 747名(+356) 

合計  847社(+240) 

 1621名(+532) 

 求人倍率 14.22倍(+4.23) 

 

【就職】 

一次 合格者103 不合格者6   

合格率94％ (＋2.0%) 

二次  受験者11 

（公務員4 一次不受験1） 

【進学】 

合格31(-10) 不合格 1(-4)  

(合格率97％) 

【公務員】 合格者4 

 （陸上自衛隊2、警察1、市役所1） 

不合格者４（警察・消防）    

  

(ｲ)進路満足度調査 

「進路結果に満足」80%（+3）「まあ満

足」19.2%（-1.8） 

 

 



改善課題 

生徒会が活発に活動し、行内行事や伊勢警察署との連携、校則についての対話等、生徒主体の学校活動が増え

おり、自主的に活動できる生徒が増えてきている。また、高校生工務店の活動にも幅広く取り組み、課題研究発表

会を実施することができた。これらのことは、企業に求められる生活習慣や社会人として求められる能力であ

り、は、時代の変化に応じて適合させながら、機会の創出と生徒の能力育成に努めたい。加えて、ＤＸハイスクール

の指定を受けたことから、各科の専門知識・能力にＤＸの手法を加えて「新しい価値」のあるものづくりができる

ように取り組みます。 

進路指導では、求人数では売り手市場であるが、産業人として必要な基礎・基本の学力および専門的な能力の

定着をすすめていく。 

昨年度以前に、関係者評価委員から指摘を受けていた、国際性の充実については、台南市の歴史的な建築物や

その保全について、國立成功大學附属博物館からに指導を受けるとともに、國立台南第一高級中學と連携する取

組を令和７年度から実施できるように進めている。 
 
 
【別表】 

標記：目標／受験者数／結果 
 

資 

格 

取 

得   

合 

格 

者 

数 

の 

目 

標 

値 

資格、検定 機械科 電気科 建築科 

危険物乙種４類 ４０人／２４人／ ５人   

ガス溶接技能講習 ７８人／７８人／７７人   

基礎製図検定 ５０人／７８人／４１人   

機械製図検定 ５０人／７１人／３６人   

技能検定（機械保全）３級   ５人／ ０人／ ０人   

技能検定（機械検査）３級   ５人／ ０人／ ０人   

小規模ボイラー講習 ７５人／２７人／２５人   

電気工事士２種  ４０人／３８人／２８人   

電気工事士１種  １０人／４人／４人   

電気主任技術者３種  １人／３人／０人   

第二級陸上特殊無線技士  １０人／７人／５人   

第二級海上特殊無線技士   １０人／３人／３人   

技能検定（シーケンス制御）３級  １０人／８人／５人   

技能検定（電子機器組立て）３級  １０人／１０人／１０人   

福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ３級    ５人／ ３人／ ０人 

２級建築施工管理技術検定試験   １０人／２４人／１９人 

カラーコーディネータ３級   １０人／４２人／１４人 

建築CAD検定４級   ３５人／３８人／３８人 

建築CAD検定３級   ３５人／３５人／２８人 

建設業経理事務士４級   ２０人／２５人／２５人 

技能検定（建築大工）３級    ５人／ ５人／ ５人 

レタリング検定３、４級   ３５人／３３人／２３人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

組織運営 (1) 教職員間の対話の促進と、執務環境の改善や総勤務

時間の縮減など職員の労働安全衛生の向上に努めます。 

【活動指標】 

・ 定時退校日を月１日実施 

・ 部活動休養日を週１回設定 

・ 放課後の会議の時間 60 分以内 

【成果指標】（（ ）内は令和５年度の実績 ） 

・ 上限時間月４５時間超の延べ人数 0 人 （83 人） 

・ 上限時間年360 時間超の延べ人数0 人 （16 人）・ 時

間外労働を月 2 時間削減（19.1 時間/月） 

・ 定時退校できなかった教職員数延べ 45 人以内 

（23 人） 

・ 予定通り休養日を設定した部活動の割合 100％

（89％） 

・ 60 分以内に終了した放課後の会議の割合100％

（95％） 

・休暇取得を年 0.5 日増加（17.4 日/年） 

（2） 体罰や不適切な指導のない状態を守り続け、生徒が

より安心、安全に過ごせる学校を目指します。 

【活動指標】 

・コンプライアンス研修を年 2 回実施 

・ミニコンプライアンス研修を月 1 回実施 

【成果指標】 

職員一人ひとりのコンプライアンス意識が高まっている。 

（3） ICT 教材を活用した授業研究等を通じて、各教科の 

ICT 教育のスキルアップを目指します。 

【活動指標】 

・ICT 研修を年２回実施 

【成果指標】 

各教科における ICT 教材を活用した授業の実施と、ICT 

教材を活用した授業改善を目指します。 

（１） 

・定時退校日、部活動休養日、放課 

後の会議時間の設定を活動指標

通り 

とした。 

・月４５時間超 ６６人(2月末) 

・年 360 時間超１7人(2 月末) 

・時間外労働 月19.9h（2月末) 

・定時退校できなかった職員は、

１２人（１２月末）。 

・休養日を設定した部活動は、 

８９%（１２月末）。 

・60 分以内に終了した放課後の

会議について、１００％（職員会議） 

・休暇取得は、学校閉校日を設定

して取得率増加に繋げた。 

(2) 

・学校信頼向上委員会を毎月実施

するとともに、全職員生徒にコン

プライアンス研修を２回（不適切

発言２回）行った。ポータルの共

有記事や新聞を活用した不祥事

の情報共有を図り、職員のコンプ

ライアンス意識を高めた。 

・ミニコンプライアンス研修を２０

回開催した（２月末） 

・現在は、多くの授業でＩＣＴ機 

器を活用したものとなっている 

 

(3) 

・ＧＩＧＡサポーターが来校する際

に個別に研修を実施し、授業・校

務改善を進めた（６回） 

・各科で次年度から始まった観点

別評価のマネジメント活動を行

っている。 

・各教科で継続して ICT 活用指

導計画の改善を図った。 

 

地域連携 南勢地区唯一の工業高校としての存在意義を高めるため、

地域との連携を深めます。 

(1)地域の自治体、企業や幼保小中学校との連携を強化し

学校の情報発信力の強化を図ります。 

【活動指標】 

(ｱ)地元商店等のオリジナルグッズの開発 

(ｲ) 小学校への出前授業の実施 

(ｳ) 工業高校生フェアの開催準備 

(ｴ) 「ものづくりの小径」の整備 

(ォ) 報道機関への資料提供やＳＮＳ等による積極的な情報

提供 

【成果指標】 

地域関係者との連携強化が進んでいる。 

（１） 

（ア） 

○度会町と連携 

保育所クラスプレート製作・設置 

・度会町立中之郷保育所（進行中） 

○伊勢市と連携 

・伊勢市高校生議会（8/7） 

・市政施行２０周年記念ロゴマー

ク作成（） 

・伊勢市駅前まちづくり（進行中） 

○教材制作 

 度会特別支援学校 教材制作

（5/20） 

 盲学校 新宿舎模型作成（3/5） 

○伊勢志摩地域と連携 

 



(2)地元企業との連携強化に向けて、双方向からの情報発

信・相互理解を深めるための行事を実施します。 

【活動指標】 地元企業の高校内企業説明会の実施【成果指

標】 

企業、生徒双方の満足度９０％以上（満足度アンケートより） 

・ふたみ農園野菜プレート制作 

・伊勢警察署と連携して啓発活動

等実施 

 7/10 夏の交通安全県民運動 

○三重県警と連携 

・11/23 ハートわん（ＡＲ付）贈呈 

○東北大学大学院環境科学研究

科との連携 

＜しまのワークショップ＞ 

志摩スペイン村ピクニック広場に

ラボを建てるプロジェクト 

第１回  7/20  ９人参加 

第２回  9/21  ６人参加 

第３回 10/19  ３人参加 

第４回 11/16  ３人参加 

第５回 12/21  ８人参加 

○伊勢税務署 案内看板の製作 

○Ｒ４年度から引き続き、明野高

校、みよしやと連携して吟醸酒

「明野さくもつ」の化粧木箱製作 

（イ） 

○伊勢工業高校小学生講座 

・4/２７ いじめ防止啓発活動３科

ワークショップ 

・6/2フレンテフェスタ 

スマホで３D ホログラムを作ろ

う！  

・1/7 「伊工にいこう！in 玉城」

３科ワークショップ 

６２人参加 

○1/23 神宮五十鈴川幼稚園

「木工遊び」 

（ウ） 

○工業高校生フェア（8/2４） 

 機械科 レゴプログラム体験 

○産業教育フェア 

 機械科 コマをつくろう 

（エ） 

○ものづくりの小径 整備進行中。 

（オ） 

○展示 

・鳥羽市立海の博物館「浜の集落」

展示（１１/２から１２/６まで） 

○新聞掲載確認件数２８件（２月

末） 18件 

○公式インスタグラム 

・全投稿２６５件（令和６年度:６７

件、令和５年度:１０５件、令和４年

度:９３件）、フォロワー991（令和

５年度：707令和４年度：４１１） 

○中学校説明会 

7/2松阪庁舎 ３０人 

7/3伊勢庁舎 ７２人 

11/20伊勢庁舎 58人 

○中学校教職員説明会 

8/21 19人 
課題研究等発表会 

2/14 44人 

（２） 

○いじめ啓発活動（宇治山田駅） 

・4/１８：ＦＣ ＩＳＥ－ＳＨＩＭＡと連携 

・11/9：ＦＣ ＩＳＥ－ＳＨＩＭＡ、明治



安田生命と連携 

○１年生、２年生を対象とした企

業説明会を実施した。 

○地域とかかわった連携の満足

度は 

相手先 １００％ 

生徒   ９８％であった。 

 

改善課題 

令和７年度入学選抜は、令和６年度には南勢地域で４クラス減少し、本校も希望者が大きく定員を下回ったこと

もあり、伊勢工業高等学校を地域に理解していただく取組の結果、令和５年度なみに希望者が戻った。地域の中学

生が少なる中、引き続き、伊勢工業高等学校の魅力を発信していきたい。 

校内では令和６年度から文部科学省指定のＤＸハイスクール（高等学校ＤＸ加速化推進事業）の指定を受け、各科

で取り組んでいる専門教育にＤＸの視点を設けて、施設を整備するとともに学習内容も改良している（令和８年度

完成予定）。引き続き、社会で必要とされる DX人材に必要な資質・能力の育成を取り入れていきたい。 

国際性では、令和７年度に台南市の國立成功大學の指導を受け、國立臺南第一高級中學と連携する予定であ

る。成功大學には内容の精選・要望を取りまとめ、臺南第一高級中學には双方に実りのあるシラバスの共有を進

めている。令和７年度７月までに概略をとりまとめたい。 

勤務時間等については、業務の精選など図り、引き続き、勤務時間短縮を図っていきたい。 

地域貢献活動は、昨年度同様取組むことができ、メディアでも多く取り上げられた。DXハイスクール指定をう

けていることもあり、DXを使った高校生工務店（高校生工務店DX）を展開していきたい。 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

・令和６年度に新しく取り組まれていることが多く活気を感じる。 

・保護者説明会や中学校教職員体験講座等、伊勢工業高校進学志望者増加に効果を出してい

る。 

・ＤＸハイスクールは各科の目指す姿がはっきりしており、工業高等学校ならではのＤＸを

目指してほしい。 

・海外の研修旅行は、これからの時代必要になる体験であるので、是非成功させてほしい。 

・新しい取組が多いが、地域に周知されていないので、ＳＮＳのフォロワーの増加やＨＰの活

用をしてほしい。 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

・引き続き、きめ細やかな教育活動をとおして、基本的生活習慣を身につけ社会常識のある

明るく素直な生徒（ひとづくり）、産業界から求められる技術・技能習得の意欲あふれる生徒

（ものづくり）、自他の命を尊重し、差別をなくす実践力と高い自己肯定感を有する生徒を育

成する。 

・育みたい生徒像を育成するために、南勢地域全体に求められる「ものづくり」（探究的な学

習）に参加し、不易な「ものづくり」の資質・能力を育成するとともに、生徒が主体的に新しい

資質・能力を学ぶ機会を設け、地域と共有できる場を設定する。 

・伊勢から地域の次の「ものづくり」担う人材をグローバルな視点で育むため、昨年度策定

した工業高校ならではの「国際性」を育める取組を実施する。 

学校運営について

の改善策 

教職員の働き方改革は、引き続き啓発をとおして、業務改善に努める。 

教職員のコンプライアンス意識や、人権感覚を高めるため、職員会議、研修等に取り組み、

継続的に意識を深める。 

 


